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言葉
こ と ば

をたしかめましょう。 

 時こく→午前８時２０分、午後３時１０分といったような数 
 時間→時こくと時こくの間の長さ。 
    午前９時から午前１１時の間の長さは２時間。 

午後６時３０分から午後７時４５分の間の長さは１時間１５分。 
 
教室にある時計のめもりをかいてみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 小さいめもりは長いはりの１分を表しています。大きいめもりはみじかいはりの１時間を

表しています。分かるまでは時こくや時間の計算ではめもりを思いうかべるとよいでしょ

う。数直線のような図でもよいです。 

①午後３時 40 分から、50 分後の時こくと 50 分前の時こくを求めましょう。

  教室の時計を見ながら、長いはりがめもり５０こ分動くようすを考えまし

ょう。１０こ分ずつ動かすとすると、 
  ３時４０分→３時５０分→４時 ０分→・・・→４時３０分 
  ３時４０分→３時３０分→３時２０分→・・・→２時５０分 
  午後４時３０分と午後２時５０分になると分かります。 
 
 ②午前８時 20 分から、午前９時 10 分までの時間を求めましょう。 

  教室の時計を見ながら、長いはりが何こ動いたら９時１０分になるか考え

ましょう。１０こ分ずつ動かすとすると、 
  ８時２０分→８時３０分→８時４０分→・・・→９時１０分 
  それまでに５回動いていますから、５０分間と分かります。 

取
と

り組
く

んだ日
ひ

　　　月　　　日 


